
 

 

 

 

 

 中央 中央２ 中央３ 中央４ 中央５ 北部 北部２ はらっぱ 南部 南部２ 南部３ 南部４ 南部５ 南部６ 

合計 62 52 63 59 48 64 37 51 60 59 49 49 58 57 

地区合計 284※受入可能 280 程度 152※受入可能150程度 332※受入可能 340 程度 

※現在中部地区において入所保留児童(待機児童)が発生しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3/26 に市主催の天童南部第三・第四学童保育所落成式が行

われ、学童保育からは佐藤理事長及び飯田運営委員長が参列

しました。その際、記念品として(有)水戸久弥設計事務所様

及び(株)丸吉奥山組様より、それぞれの施設へ壁掛け時計を

頂戴いたしました。ありがとうございます。 

落成式の後は、保護者会の協力のもと旧施設から新施設へ

の引っ越しを行い、3/30 より 

ピカピカの施設での生活がスタ

ートしています。また、各保護者

会より新築のお祝いをいただ

き、遊具を購入する予定です。 

みなさまありがとうございます。 

協 会 だ よ り  
2026.4.1 号  発行 NPO 法人天童地区学童保育協会 

令和８年度入所児童数 R8.4.1 現在 

令和８年度、中部地区では待機児童の発

生があり、その対応として放課後居場所緊

急対策事業「みちくさ BASE」を 4/1 より

実施することになりました。 

実施場所は、天童市農業センターの２階

和室をお借りすることができ、木を除く月

～金の 13:15 から 17:45 までの開所です。 

「みちくさ BASE」の見学

や実施内容を知りたい方は、

お気軽に事務局へお問い合

わせください。 

みちくさ ＢＡＳＥ 開所 新しい施設での生活が始まりました 

ご入学、ご進級、おめでとうございます 
令和８年度は 768 名の児童でスタートします 

今年度はおおよそ 90 名の支援員等が、こどもたちや保護者のみなさん地域の方々と、次のような理念と方針

を持って関わっていきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

わたしたちの理念 

わたしたちは、こどもと保護者が地域の中で安心して生活できるよう支えます 

わたしたちの方針と目標 

① わたしたちは、こどもとともに、一人ひとりが安心して過ごすことのできる場をつくります 

◆ 一人ひとりのこどもの声に耳を傾けよく聴きます 

◆ 一人ひとりのこどもの視点に立ち主体的な生活を支えます 

◆ 一人ひとりのこどもの成長に応じた生活をつくります 

② わたしたちは、保護者一人ひとりの子育てを支えていきます 

◆ 保護者の視点に立ち、保護者が相談できるような信頼関係を築きます 

◆ 保護者の声を聴き、こどもの様子を保護者へ伝え、子育てのパートナーとして、こどもを共に見守る関係を築きます 

◆ こどもを中心に保護者同士がつながり仲間づくりができるよう、交流の機会や環境をつくります 

③ わたしたちは、地域や関係機関と連携し、よりよい地域の子育て環境をつくります 

◆ 地域、学校、行政、専門機関と連携を図ります 

◆ 地域の子育て支援施設としての役割を理解し、積極的に地域の行事に参加します 

１年間よろしくお願いします 

お問い合わせ等は電話またはメールで事務局までどうぞ 

電話はこちら→→ 023-654-0753 ／ メールはこちら(アドレスが変わりました)→→ kyoukai@tendogakudo.jp 
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NPO 法人天童地区学童保育協会 

学童保育所年間計画(共通)  

年間目標 

育成支援 温かい居場所をつくりこどもたちが認めあえる関係をつくる こどもたちの生き抜く力を育む 

家庭支援 共に子育てをする伴走者として家庭に寄り添う 

地域連携 地域と連携して保護者の子育てを支援する 

育成支援 

ね
ら
い 

１学期 

「新しい生活に慣れよう」 

２学期 

「豊かな遊びを通して自分を知ろう・ 

異年齢集団のつながりを深めよう」 

３学期 

「新年度に向けて心の準備をしよう」 

○ 新しい生活習慣を身につける 

○ 好きなことを見つける 

○ 学童保育の生活に慣れる 

○ 遊びの幅を広げる 

○ 自分と相手を理解する 

 

活
動 

・新しい仲間の歓迎セレモニー 

・みんなで自己紹介 

・生活の流れやルールの理解 

・施設内外の環境を知る 

・班をつくって活動 ・みんなで活動 

・いろいろな遊びに触れる 

・縦割り班をつくって活動 

・みんなで活動 

・学年ごとに活動チャレンジ 

・様々な地域活動に参加 

・室内遊びの充実 

・版画など手先を使った遊びの体験 

・卒所児童を送る会 

・進級を祝う会 

・新１年生の名前を覚えて歓迎の準備 

年
間
通
し
て 

 

 

 

 
 

家庭支援 

・日々のこどもの様子を伝える  ・こどもの様子がわかるおたよりを発行する 

・保護者会や保護者会行事を行う  ・学年懇談会を行う  ・個人面談を行う 

・働く保護者のサポートを行う(悩みを聞く、習い事への送り出し、昼食提供など…) 

地域連携 

・地域の方々との懇談会や交流会  ・地域団体とのコラボ事業 

・公民館フェスティバルとのタイアップと参加  ・資源回収やクリーン作戦などの地域貢献活動 

・学童保育の様子をおたより等を通じて発信  ・日常的に関係機関への連絡相談 

※この年間計画を基に、地域やこども集団の特性に合わせて、日々の生活づくりや行事などの活動を行っています。 

自分らしさを出せる 自分の想いを相手に伝える 自分と相手お互いを知る 

季節の活動(豊かな放課後を過ごすための手段として) 

生活を自分たちでつくる おやつ作り 製作活動や伝承遊び 


